第4章 近・現代の泊村
　幕末における郷土の動きについては、前節でその一端を述べた。ここでは明治、大正期と、昭和前半、即ち戦前（正確には戦中も）までを中心としながら、諸制度については現在まで記述することにした。

　さて、明治初期は近代日本の幕開けをうたったものの、旧制が依然として残り、今日につながる近代的諸制度が整ったのは、維新後かなり経過してからである。それに言及する前に、村内各集落の動き（できごと）を略年表で追って見る。

第1節 村及び各集落の動き

１　行政組織の動き
　明治2年　　　　　　　 「泊EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むら),村)」を「泊宿」と改称。

　明治4年7月14日　　  鳥取県に所属。

　明治5年3月　　　　   大庄屋・庄屋・年寄などを廃止、正副戸長を置く。

明治5年12月　　　 　 従来の郡・村の区画にかわり、大区・小区制実施。

　明治6年　　　　　 　  河村郡第51区とする。小浜・筒地・石脇・泊・園・原・宇谷・宇野・福永・北方・漆原・方地　以上12か村　戸長尾崎義信。集落の長を用掛という。

　明治8年　　　　　　 　用掛を戸長と改称。

　明治9年8月　　　　　 鳥取県廃止、島根県に所属。
　同年　　　　　　　　   第九大区小一区に編入。

　明治12年　　　　　　　村制変更のため、河村郡泊宿外5か村（筒地・小浜・石脇・園・原）戸長役場となり、長順蔵戸長となる。宇野・宇谷は戸長松村覚蔵

　明治12年　　　　　 　 久米・河村郡役所を倉吉町に置く。

　明治14年9月　　　 　 再び鳥取県に所属。

　明治16年4月　　　　  筒地より宮内までの14か村、連合して河村郡第3連合村を組織、連合戸長役場設置。三枝礼二　連合　戸長となる。

　明治17年5月　　　　　連合村の内、筒地・石脇・小浜・泊・園・原を分け、これに宇谷を加えて河村郡泊宿外6か村戸長役場を編成し、三枝礼二　戸長となる。

　明治19年8月　　　　　泊宿外6か村　戸長桑原亨。

　明治22年6月　　　　　三枝礼二戸長となる。

　明治22年10月　　　　連合村の内、筒地・石脇・小浜を久津賀村、園・原・宇谷を三橋村、泊宿を泊村と改称する。組合村村長三枝礼二。
　明治29年4月　　　　　勅令第51号により、河村・久米・八橋三郡を合併して東伯郡と改称。

　明治40年11月　　　   組合村村長三枝礼二死去。渡辺吉平　組合村村長となる。

　明治44年11月　　　   村長石原貫一。

　大正6年10月　　　    田中千代松　村長となる。

　大正7年1月　　　     久津賀・泊・三橋の3村を合併して泊村誕生。村長臨時代理者　田中千代松。　
　大正15年6月　　   　 東伯郡役所廃止。

　昭和3年7月～9月     助役問題について議員間に紛争があり、鳥取県属神場矢保次　村長職務管掌となる。
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